
平成23年4月28日
新日本製鐵㈱

平成２２年度決算について

＜損益概要等（連結）＞ （単位　億円）

上期 下期
3/四

(3カ月）
4/四

（3カ月）
3/四⇒4/四 1/28公表

41,097 20,220 20,876 10,031 10,845 ＋ 814 34,877 ＋ 6,220 41,000 ＋ 97

1,656 1,181 474 339 135 × 204 320 ○ 1,336 1,650 ○ 6

2,263 1,348 914 535 379 × 156 118 ○ 2,145 2,200 ○ 63

単 独 経 常 利 益 801 608 193 124 68 × 56 ▲ 949 ○ 1,750 800 ○ 1

▲ 409 ▲ 72 ▲ 337 ▲ 1 ▲ 335 × 334 ▲ 5 × 404

931 710 221 334 ▲ 112 × 446 ▲ 115 ○ 1,046 950 × 19

<一株当たり当期利益> <14.8> <11.3> <3.5> <5.3> <▲ 1.8> <× 7.1> <▲ 1.8> <○ 16.6> <15.1> <× 0.3>

有利子負債残高 13,378 13,837 ▽459

Ｄ／Ｅレシオ 0.72 0.75 ▽0.03

＜諸元＞ 　　 （参考）セグメント情報

　 　

※1　 連結経常利益の対前年度（○2,145億円）分析 ※2　 H22.3/四期からH22.4/四期の連結経常利益変動
(単位：億円）

　　　　　　　　(単位：億円）

（次ページにつづく）

H22FY

特 別 損 益

当 期 利 益

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

対前回
見通しH21FY

H21FY
⇒

H22FY

前回見通し

【剰余金の配当方針について】
平成23年3月期の期末配当方針につきましては、第３四半期決算発表時（Ｈ23.1.28)に
公表致しましたとおり、一株につき３円（連結配当性向20.2%、前期に比し1.5円の増配）として
定時株主総会に御提案させていただく予定でおります。

2※
1※1※

対前年 対前回

連結経常利益　差異 ○ 2,150 ○ 60

１．製鉄事業 ○ 2,110 ○ 70

(1) 単独 ○ 1,750  ～ 

①生産出荷+426万t（2,709→3,135万ｔ） ○ 1,100  ～ 

②販売価格・構成 ○ 2,700  ～ 

③原料価格（ｷｬﾘｰｵｰﾊﾞｰ含む） × 4,700  ～ 

④コスト改善 ○ 1,000  ～ 

⑤在庫評価差 ○ 1,350  ～ 

⑥その他（受取配当金等） ○ 300  ～ 

(2) グループ会社等 ○ 360 ○ 70

２．非鉄事業 × 10 ○ 10

３．消去 ○ 50 × 20

（１）当社
H22ＦＹ H21ＦＹ 前回見通し

上期 下期 4/四 1/28公表

3,492 1,735 1,757 889 2,992 ＋ 500 3,470程度

（単独ﾍﾞｰｽ） (3,247) (1,617) (1,630) (826) (2,750) (＋ 496) (3,230程度)

3,135 1,559 1,576 810 2,709 ＋ 426 3,140程度

81.7 82.8 80.6 79.7 75.4 ○ 6.3 82程度

86 90 82 82 92 6円高 87程度

（２）全国

粗鋼生産量(万t) 11,077 5,542 5,535 2,768 9,645 ＋ 1,432

鋼材消費(万t)　*1 6,091 3,006 3,084 1,530 5,712 ＋ 379

( ウ チ 製 造 業 ) (4,087) (2,027) (2,060) (1,030) (3,728) (＋ 359)

< 製 造 業 比 率 > <67%> <67%> <67%> <67%> <65%> <+2%> 

普通鋼鋼材消費(万t) 4,842 2,390 2,452 1,216 4,608 ＋ 234

建 設 1,872 914 958 467 1,868 ＋ 4

製 造 業 2,970 1,476 1,494 749 2,740 ＋ 230

特殊鋼鋼材消費(万t) 1,249 616 632 314 1,104 ＋ 145
*1 当社推定値（震災影響前）

H21FY
⇒

H22FY

連結粗鋼生産量(万t)

鋼材出荷量(万t)

鋼材価格(千円/t)

為替(円/＄)

（単位　億円）

H22ＦＹ H21ＦＹ 前回見通し

上期 下期 4/四 1/28公表

41,097 20,220 20,876 10,845 34,877 ＋ 6,220 41,000

製 鉄 34,734 17,186 17,548 8,954 28,232 ＋ 6,502 34,500

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 2,549 1,236 1,312 760 3,319 ▼ 770 2,700

都 市 開 発 865 387 477 318 800 ＋ 65 900

化 学 1,938 944 994 491 1,794 ＋ 144 2,000

新 素 材 608 309 299 148 587 ＋ 21 600

ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝ 1,597 737 859 505 1,522 ＋ 75 1,600

消 去 ▲ 1,197 ▲ 580 ▲ 616 ▲ 332 ▲ 1,379 ＋ 182 ▲ 1,300

2,263 1,348 914 379 118 ○ 2,145 2,200

製 鉄 1,819 1,176 643 207 ▲ 285 ○ 2,104 1,750

ｴ ﾝ ｼ ﾞ ﾆ ｱ ﾘ ﾝ ｸ ﾞ 148 70 78 57 292 × 144 150

都 市 開 発 92 42 50 25 17 ○ 75 90

化 学 132 49 83 38 91 ○ 41 120

新 素 材 21 15 6 5 5 ○ 16 20

ｼｽﾃﾑｿﾘｭｰｼｮﾝ 113 44 69 42 111 ○ 2 120

消 去 ▲ 64 ▲ 48 ▲ 16 2 ▲ 115 ○ 51 ▲ 50

売 上 高

経 常 利 益

H21FY
⇒

H22FY

連結経常損益　差異 × 160

１．製鉄事業 × 230

(1) 単独 × 60

○ 100

② 販売価格・構成  ～ 

③ 原料価格（ｷｬﾘｰｵｰﾊﾞｰ含む） × 200

④ コスト改善 ○ 70

⑤ 在庫評価差等  ～ 

⑥ その他（固定費計上期間差、受取配当金等） × 30

(2) グループ会社等 × 170

２．非鉄事業 ○ 60

３．消去 ○ 10

① 生産出荷+44万ｔ（766→810万ｔ）

※特別損益内訳

連結 単独
▲ 409 ▲ 204

災害損失 ▲ 237 ▲ 146
固定資産減損損失 ▲ 114 -
投資有価証券評価損 ▲ 58 ▲ 58
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平成23年4月28日
新日本製鐵㈱

東日本大震災に伴う災害損失と復旧状況について

＜東日本大震災に伴う被害状況及びその後の復旧状況＞

　 　

＜災害損失内訳＞

(次ページにつづく）

釜石製鐵所

日鐵住金建材㈱
（仙台製造所）

君津製鐵所

「釜石製鉄所」
・震災発生後、製鉄所構内の一部が冠水し、生産休止していたが、4月13日に線材の生産出荷を再開。
・弊社の他製鉄所・グループ会社での代替生産・出荷。
・損壊した自社港湾設備については、早期の復旧を目指す。
・電力工場（ＩＰＰ、東北電力㈱への卸電力販売：契約電力13.6万kW）については設備の健全性を確認するとともに、
　7月初旬の再稼働を目指す。

「日鐵住金建材㈱仙台製造所」
・津波により工場全体が水没し、生産停止中。
・生産設備に甚大な被害発生。また、棚卸資産も大きく損傷。
・平成２３年度上期中の一部設備の操業再開を目指し、復旧活動中。

「君津製鉄所」
・鉄源工程は速やかに、震災前の生産水準を回復。
・関東地方で電力需給が逼迫する中、排熱回収発電設備（認可出力19.1万kW）、
  君津共同火力発電所（東京電力㈱との共同出資、認可出力100万kW）を
   フル稼働、東京電力㈱殿への最大限の電力（48万kW）を供給中。
・圧延以降の工程については、電力の需給逼迫を踏まえ、
　節電等に配慮した稼働を継続中。

フル稼働中の君津共同火力５号
機

被災したバースの製品岸壁
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被災した日鐵住金建材㈱仙台製造所

（億円）

災害損失 237 新日鉄単独：146、日鐵住金建材㈱58、その他グループ会社33

①生産設備等の復旧費用 170程度

②棚卸資産の滅失・劣化 40程度

③その他災害復旧費用 30程度

平成22年度
実績



平成23年4月28日
新日本製鐵㈱

平成２３年度決算見通しについて

【平成23年度決算見通し】

　平成23年度の業績につきましては、東日本大震災の国内鋼材需要動向への影響が見通せないことに加え、
第2/四半期以降の主原料価格については交渉未着手であること、また各需要家との間で第1/四半期の主原料価格の大幅上昇等を
踏まえた鋼材価格改定については現在交渉中であること等から、現時点では当社として合理的な算定・予想を行うことができません。
　したがいまして、まことに遺憾ながら、現時点では平成23年度の業績予想は未定とし、合理的な算定が可能となった時点
で速やかに開示致します。また、第１四半期決算発表時に改めて状況を御説明致します。

以上

（参考）　当社連結経営強化の状況について

■事業統合・経営基盤強化

時期 社名 具体的内容

H21.6月 鈴木金属工業㈱ ガルピッタン（スウェーデン）を連結子会社化

H21.7月 住金日鉄ステンレス鋼管㈱ 住友金属工業㈱と当社の両社ｸﾞﾙｰﾌﾟにおける電弧溶接ステンレス鋼管事業の統合

H21.12月 ラティヌサ（インドネシア） 連結子会社化

H22.4月 日鉄電磁㈱ 電磁鋼板の加工事業を行う連結子会社３社（日鉄電磁テクノ、広畑電磁鋼センター、九州電磁鋼センター）の統合

H22.4月 松菱金属工業㈱ 新三光製線㈱との合併

H22.6月 日本電工㈱ 持分法適用関連会社化

H22.10月 NSユナイテッド海運㈱ 日鉄海運㈱と新和海運㈱の合併

H22.10月 太平工業㈱ 連結子会社化

■その他既公表案件
  ・インドネシアにおける自動車用鋼管事業の強化～インドネシア・ニッポン・スチール・パイプの増資・能力増強　（H22．4月公表）

・㈱神戸製鋼所との製鉄ダスト活用による還元鉄生産・利用に関する共同事業の推進について（H22．5月公表）
・薄板軽量形構造に関する新会社､ＮＳハイパーツ㈱設立（H22．7月公表）
・ベトナムにおける鋼管杭・鋼管矢板工場の新設（H22．7月公表）
・新日鉄住金ステンレス　Ｓｎ（錫）添加による世界初の画期的ステンレス鋼ＦＷシリーズを開発（H22．7月公表）
・豪州ブルースコープ社との建材用表面処理鋼板分野におけるグローバル長期提携契約締結について（H22．7月公表）
・豪州フォックスリー炭鉱の権益取得について（H22．8月公表）

 ・半導体パッケージにおいて抜本的な省貴金属・コストダウンを実現する新型銅ボンディングワイヤ（ＥＸ１）の量産体制を確立（H22．9月公表）
・Ternium社とのメキシコにおける自動車用溶融亜鉛メッキ鋼板製造・販売合弁会社の設立について（H22．10月公表）
・日鐵住金建材㈱と小松川鋼機㈱による軽量形鋼事業の再編について（H22．10月公表）
・インドでの自動車用鋼管事業の展開について（H22．10月公表）
・新日鉄グループによるモザンビーク原料炭開発プロジェクトの推進について（H22．10月公表）
・ウジミナス社拡張投資計画の見直しについて（H22．11月公表）

 ・西村工機㈱の子会社化について（H22．11月公表）
・ナイジェリアにおける冷延鋼板製造・販売会社への出資について（H22．12月公表）

  ・新日鉄住金ステンレス　錫（Sn）添加によりレアメタルを40%削減した省資源型高耐食ステンレス鋼 FW2を商品化（H22．12月公表）
 ・日鐵住金建材・日鐵商事　中国での建材加工合弁会社の設立について（H22．12月公表）

 ・タタスチールとの自動車用冷延鋼板を製造・販売する合弁事業に関する合弁契約の締結について（H23．1月公表）

・住友金属工業㈱との経営統合に向けた検討開始について（H23.2月公表）
・ｳｼﾞﾐﾅｽ社の主要株主(日本ｳｼﾞﾐﾅｽ社・三菱商事・メタルワン他）との間で、ｳｼﾞﾐﾅｽ社に関する新株主間協定締結(H23.2月公表)
・豪州インテグラ炭鉱の権益追加取得(H23.3月公表)
・高級鋼材に不可欠なレアメタル・ニオブ生産企業にJFE・双日・JOGMEC、POSCO・NPSと共同出資（H23.3月公表）
・インドの駐在員事務所を現地法人化。インド新日鉄（ニューデリー）を設立。
・タイにおける溶融亜鉛メッキ鋼板の製造ライン建設及び製造・販売会社の設立について（H23.4月公表）
・マレーシア/電気亜鉛メッキ鋼板製造・販売会社（N-EGALV）の連結子会社化に関する協議について（H23.4月公表）
・日鐵住金建材　中国子会社における連鋳パウダー工場の設備増強について（H23.4月公表）
・黒崎播磨　インド TATA REFRACTORIES LIMITED の株式の取得（子会社化）について(H23.4月公表)
・武漢鋼鉄（集団）とのブリキ製造・販売会社の設立について(H23.4月公表)
・米クリー社とSiC単結晶ウェハに関する相互ライセンス契約を締結について(H23.4月公表)
・新日鉄マテリアルズ㈱　ＳｉＣ単結晶ウェハ生産能力を3倍に増強について(H23.4月公表)
・コイルセンター事業の統合に関する基本合意について(H23.4月公表)
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平成23年4月28日
新日本製鐵㈱

[ 参考 ]

四半期業績の推移

平成22年度 平成21年度

億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円 億円

9,706 10,514 20,220 10,031 10,845 20,876 41,097 41,000 7,450 8,282 15,733 9,118 10,024 19,143 34,877

製 鉄 8,245 8,940 17,186 8,594 8,954 17,548 34,734 34,500 製 鉄 5,788 6,806 12,595 7,530 8,106 15,636 28,231

エンジニアリング 589 646 1,236 552 760 1,312 2,549 2,700 エンジニアリング 888 659 1,548 769 1,001 1,771 3,319

都 市 開 発 187 199 387 159 318 477 865 900 都 市 開 発 215 223 438 134 228 362 800

化 学 459 484 944 502 491 994 1,938 2,000 化 学 379 486 865 454 473 928 1,794

新 素 材 147 162 309 151 148 299 608 600 新 素 材 129 161 291 150 146 296 587

シ ス テ ム
ソ リ ュ ー シ ョ ン

339 397 737 354 505 859 1,597 1,600
シ ス テ ム
ソ リ ュ ー シ ョ ン

326 371 698 326 497 823 1,522

調 整 額 (263) (317) (580) (283) (332) (616) (1,197) (1,300) 調 整 額 (277) (426) (703) (246) (428) (675) (1,379)

510 670 1,181 339 135 474 1,656 1,650 ▲ 534 ▲ 180 ▲ 714 397 636 1,034 320

【5.3%】 【6.4%】 【5.8%】 【3.4%】 【1.2%】 【2.3%】 【4.0%】 【4.0%】 【▲7.2%】 【▲2.2%】 【▲4.5%】 【4.4%】 【6.3%】 【5.4%】 【0.9%】

618 729 1,348 535 379 914 2,263 2,200 ▲ 566 ▲ 302 ▲ 869 433 554 987 118

【6.4%】 【6.9%】 【6.7%】 【5.3%】 【3.5%】 【4.4%】 【5.5%】 【5.4%】 【▲7.6%】 【▲3.7%】 【▲5.5%】 【4.8%】 【5.5%】 【5.2%】 【0.3%】

564 612 1,176 435 207 643 1,819 1,750 ▲ 658 ▲ 394 ▲ 1,052 331 435 766 ▲ 285

【6.8%】 【6.9%】 【6.8%】 【5.1%】 【2.3%】 【3.7%】 【5.2%】 【5.1%】 【▲11.4%】 【▲5.8%】 【▲8.4%】 【4.4%】 【5.4%】 【4.9%】 【▲1.0%】

26 43 70 21 57 78 148 150 81 37 119 71 101 172 292

【4.5%】 【6.7%】 【5.7%】 【3.9%】 【7.5%】 【6.0%】 【5.8%】 【5.6%】 【9.2%】 【5.7%】 【7.7%】 【9.3%】 【10.1%】 【9.8%】 【8.8%】

19 22 42 25 25 50 92 90 7 16 24 14 ▲ 21 ▲ 6 17

【10.3%】 【11.4%】 【10.9%】 【15.9%】 【8.0%】 【10.6%】 【10.7%】 【10.0%】 【3.6%】 【7.3%】 【5.5%】 【10.6%】 【▲9.3%】 【▲1.9%】 【2.1%】

17 31 49 44 38 83 132 120 25 22 47 24 19 44 91

【3.9%】 【6.5%】 【5.2%】 【8.8%】 【7.9%】 【8.4%】 【6.8%】 【6.0%】 【6.7%】 【4.5%】 【5.5%】 【5.4%】 【4.2%】 【4.8%】 【5.1%】

7 7 15 0 5 6 21 20 ▲ 0 ▲ 0 ▲ 1 ▲ 1 8 6 5

【5.2%】 【4.6%】 【4.9%】 【0.3%】 【3.8%】 【2.0%】 【3.5%】 【3.3%】 【▲0.8%】 【▲0.1%】 【▲0.4%】 【▲0.9%】 【5.7%】 【2.4%】 【1.0%】

19 24 44 27 42 69 113 120 20 22 42 15 53 68 111

【5.7%】 【6.2%】 【6.0%】 【7.6%】 【8.3%】 【8.0%】 【7.1%】 【7.5%】 【6.3%】 【5.9%】 【6.1%】 【4.6%】 【10.8%】 【8.4%】 【7.3%】

調 整 額 (35) (12) (48) (18) 2 (16) (64) (50) 調 整 額 (43) (6) (49) (22) (42) (65) (115)

268 442 710 334 ▲ 112 221 931 950 ▲ 422 ▲ 295 ▲ 718 259 343 603 ▲ 115

【2.8%】 【4.2%】 【3.5%】 【3.3%】 【▲1.0%】 【1.1%】 【2.3%】 【2.3%】 【▲5.7%】 【▲3.6%】 【▲4.6%】 【2.8%】 【3.4%】 【3.2%】 【▲0.3%】

円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円 円

4.26 7.03 11.29 5.32 ▲ 1.79 3.52 14.82 15.10 ▲ 6.72 ▲ 4.70 ▲ 11.42 4.12 5.46 9.59 ▲ 1.83

※各利益欄下段の【  】内は売上高利益率

※調整額における（　）はマイナスを表す

第４四半期

売 上 高

第４四半期 下期第３四半期上期 （1/28公表）

H22年度

下期

経 常 利 益

H22年度見通し

営 業 利 益

第２四半期

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

化 学

年度

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期

売 上 高

営 業 利 益

１ 株 当 た り
当 期 純 利 益

エンジニアリング

都 市 開 発

化 学

新 素 材

当 期 純 利 益

シ ス テ ム
ソ リ ュ ー シ ョ ン

製 鉄

当 期 純 利 益

第１四半期

経 常 利 益

新 素 材

シ ス テ ム
ソ リ ュ ー シ ョ ン

都 市 開 発

製 鉄

エンジニアリング
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平成 23 年４月 28 日 

新日本製鐵株式會社 

コード番号 5401  上場取引所 東京、大阪、名古屋、札幌、福岡 

問合せ先   責任者役職名 広報センター所長 

       氏    名 高橋 望            TEL (03)6867-2130 
 

＜平成 23 年 3 月期 補足情報＞ 

 

 

〔全国〕 

１．粗鋼生産量 

単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
H21年度 1,909 2,424 4,333 2,661 2,651 5,312 9,645
H22年度 2,807 2,736 5,542 2,766 2,768 5,535 11,077

 

２．在庫推移 

 国内ﾒｰｶｰ問屋在庫 （在庫率） 薄板三品：熱延＋冷延＋表面処理 ときわ会 H形鋼 

  万ﾄﾝ ％ 万ﾄﾝ 万ﾄﾝ

H21. 6 末  469 (134.1)  354  20.9  

H21. 7 末  446 (123.3) 339  21.7  

H21. 8 末  466 (137.9) 349  22.0  

H21. 9 末  462 (121.3)  345  22.9  

H21.10 末  465 (122.4) 344  23.2  

H21.11 末  471 (126.8) 340  22.9  

H21.12 末  479 (132.9)  342  22.9  

H22. 1 末  479 (130.3) 351  21.5  

H22. 2 末  484 (133.4) 352  20.0  

H22. 3 末  475 (108.0)  342  18.0  

H22. 4 末  483 (127.9) 350  18.2  

H22. 5 末  500 (127.0) 364  19.6  

H22. 6 末  495 (120.1)  363  20.9  

H22. 7 末  491 (121.7) 369  20.3  

H22. 8 末  503 (134.0) 384  18.3  

H22. 9 末  505 (125.3)  381  16.5  

H22.10 末  523 (134.0) 392  16.0  

H22.11 末  500 (124.0) 375  14.9  

H22.12 末  516 (138.2)  382  14.9  

H23. 1 末  518 (130.6) 387  16.0  

H23. 2 末  513 (132.4) 374  17.5  
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〔当社〕 

３．出銑量(当社＋北海製鉄) 

単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
H21年度 484 635 1,119 770 768 1,538 2,657
H22年度 777 814 1,592 815 811 1,626 3,218

４．粗鋼生産量 

【連結ベース】 当社＋連結子会社 

単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
H21年度 537 738 1,275 872 845 1,717 2,992
H22年度 863 872 1,735 868 889 1,757 3,492

【参考：単独ベース】 
単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
H21年度 482 673 1,155 810 785 1,595 2,750
H22年度 800 817 1,617 804 826 1,630 3,247

５．鋼材出荷量 

単位：万トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
H21年度 473 674 1,147 760 802 1,562 2,709
H22年度 776 784 1,559 766 810 1,576 3,135

６．鋼材平均価格 
単位：千円/トン

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
H21年度 88.4 72.7 79.2 72.5 72.7 72.6 75.4
H22年度 79.1 86.4 82.8 81.4 79.7 80.6 81.7

７．鋼材輸出比率（金額ベース） 
単位：％

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
H21年度 33.1 38.9 36.2 38.8 41.3 40.1 38.4
H22年度 42.5 38.7 40.5 39.8 40.9 40.4 40.4

８．為替レート 
単位：円/$

第１四半期 第２四半期 上期 第３四半期 第４四半期 下期 年度
H2１年度 97 95 96 89 90 90 92
H22年度 93 86 90 83 82 82 86
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９．有価証券含み損益（その他有価証券時価評価） 

 単位：億円           

 H22 年度末 H21 年度末 差異 

連結  1,758(1,047)  2,657(1,583) -899(-536) 

単独 1,517(904)  2,353(1,402) -836(-498) 

【日経平均】 【9,755 円】 【11,090 円】 【-1,335 円】 

（ ）内は税効果後の純資産直入額 

 

１０．設備投資（工事ベース）及び減価償却費 

単位：億円  

 H22 年度実績 H21 年度実績 

 設備投資額 減価償却費 設備投資額 減価償却費 

連結 2,900 2,915 3,300 2,840 

単独 2,100 2,201 2,700 2,136 

 

 

 

以  上 


